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議
員

人
口
増
に
よ
る
児

童
・
生
徒
数
の
現
状
と
今
後
の

推
移
及
び
通
学
区
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

教
育
部
長

児
童
・
生
徒
数

は
市
内
全
体
で
微
増
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
。
特
に
増
加

傾
向
の
戸
田
第
一
小
は
教
室

不
足
が
懸
念
さ
れ
る
の
で
、

プ
レ
ハ
ブ
建
設
等
を
含
め
、

慎
重
に
検
討
し
た
い
。

ま
た
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に

３
教
室
を
活
用
し
て
い
る
戸

田
東
小
に
つ
い
て
は
、
今
後

４
年
間
を
見
通
し
て
増
加
傾

向
に
あ
り
、
福
祉
部
と
連
携

を
密
に
し
な
が
ら
、
検
討
し

て
い
き
た
い
。

通
学
区
は
、
通
学
区
域
審

議
会
な
ど
で
慎
重
に
検
討
し

て
い
る
。
安
全
対
策
に
つ
い

て
は
、
各
学
校
と
連
携
を
と

り
な
が
ら
、
危
険
と
思
わ
れ

る
箇
所
に
交
通
指
導
員
を
配

置
す
る
等
、
安
全
確
保
に
努

め
て
い
る
。

議
員

給
食
セ
ン
タ
ー
の
建

て
替
え
計
画
と
小
学
校
単
独

調
理
場
方
式
給
食
の
推
進
に

つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長

給
食
セ
ン
タ
ー

は
平
成
23
年
度
の
稼
動
を
目

指
し
、
既
存
の
施
設
の
ス
ペ

ー
ス
を
利
用
し
て
の
建
設
が

可
能
か
ど
う
か
を
含
め
検
討

し
て
い
る
。
小
学
校
給
食
単

独
調
理
場
整
備
は
、
法
改
正

等
に
よ
り
建
築
条
件
が
厳
し

く
な
っ
た
こ
と
等
で
、
計
画

当
初
よ
り
整
備
に
伴
う
費
用

が
増
加
し
て
い
る
。
可
能
な

限
り
コ
ス
ト
縮
減
に
努
め
、順

次
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

議
員

児
童
増
や
施
設
の
老

朽
化
等
を
見
据
え
た
事
業
運

営
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

福
祉
部
長

戸
田
第
一

小
の
指
導
室
を
改
修
し

て
待
機
児
童
の
解
消
を

図
っ
て
い
き
た
い
。
建

物
の
建
て
替
え
等
に
つ

い
て
は
、
学
校
給
食
の

問
題
等
も
視
野
に
入
れ

な
が
ら
、
教
育
委
員
会

並
び
に
学
校
と
協
議
し

て
い
く
。

議
員

市
境
の
川
口
金
属
跡

地
に
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ

ー
ル
が
予
定
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
概
要
と
、
周
辺
の

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
。

市
民
生
活
部
長

敷
地
約
１

万
坪
、
鉄
骨
造
り
３
階
建
て

で
、
生
活
雑
貨
等
の
商
業
店

舗
、
飲
食
店
、
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
な
ど
。
駐
車
場
台
数
は

１
３
２
４
台
。営
業
時
間
は
、

午
前
９
時
か
ら
翌
午
前
０
時
。

工
期
は
、
平
成
19
年
11
月
か

ら
20
年
10
月
ま
で
で
、
平
成

20
年
11
月
オ
ー
プ
ン
。
総
合

的
な
安
全
対
策
と
し
て
、
交

通
協
議
を
川
口
市
、戸
田
市
、

県
警
等
関
係
機
関
を
含
め
開

催
す
る
。

議
員

喜
沢
橋
た
も
と
（
南

北
）
に
ぜ
ひ
信
号
機
の
設
置

を
望
む
が
い
か
が
か
。

市
民
生
活
部
長

本
市
と
し

て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の

必
要
性
を
認
め
、
蕨
警
察
署

に
要
望
し
た
。

議
員

本
年
は
「
は
し
か
」

が
大
流
行
。
本
市
の
発
症
状

況
と
、
そ
の
対
策
は
。

医
療
保
健
セ
ン
タ
ー
事
務
長

本
市
は
18
年
度
接
種
完
了

率
97
・
３
％
に
上
昇
。
そ
の

た
め
集
団
発
生
は
ほ
と
ん
ど

な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

議
員

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
危
機
管
理
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

総
務
部
長

市
民
に
不
安
を

与
え
る
よ
う
な
事
態
が
予
想

さ
れ
れ
ば
、
戸
田
市
危
機
予

防
対
策
会
議
を
開
き
、
行
動

計
画
を
検
討
し
た
い
。

議
員

「
戸
田
市
環
境
基
本

計
画
」
５
年
間
の
成
果
と
、

見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
は
何
か
。

市
民
生
活
部
長

各
課
の
環

境
事
業
を
体
系
化
で
き
た
。

エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
践

を
具
体
化
す
る
道
筋
を
示
し

て
い
く
。

▲環境保護に力を入れています
（庁舎屋上のフェルトガーデンと太陽光発電）

給
食
セ
ン
タ
ー
建
て
替
え
は

感
染
症
対
策
と
危
機
管
理

地
球
温
暖
化
対
策
に

つ
い
て

ラ
ラ
ガ
ー
デ
ン
川
口 

　
　
周
辺
の
交
通
安
全 

　
　
　 

対
策
に
万
全
を 

三
浦
　
芳
一
　

議
員 

　
　
周
辺

交
通
安
全 

　
　
　 

対
策

▲ 建設後41年を経た戸田東小学校留守家庭児童保育室

学
童
保
育
室
の
現
状
と

今
後
の
見
通
し
は

遠藤　英樹　議員 

精神障害者への 
　　福祉施策の充実図れ 
精神障害者  
　　福祉施策 充実
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議
員

戸
田
市
障
害
福
祉
計

画
の
基
本
方
針
で
は
障
害
種

別
ご
と
に
分
か
れ
て
い
た
制

度
を
一
元
化
し
、
立
ち
遅
れ

て
い
る
精
神
障
害
者
に
対
す

る
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る

と
な
っ
て
い
る
が
、現
状
で
は

※３
障
害
の
間
で
内
容
に
差
の

あ
る
事
業
と
今
後
の
対
応
は
。

福
祉
部
長

食
事
サ
ー
ビ
ス
、

緊
急
連
絡
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
は
早
期
に
対
象
に
加
え
る
。

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
、

紙
お
む
つ
、訪
問
入
浴
サ
ー

ビ
ス
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
、

ま
た
は
自
動
車
燃
料
費
に
つ

い
て
は
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員

①
母
子
家
庭
等

日
常
生
活
支
援
事
業
に

つ
い
て
寡
夫
も
対
象
と

す
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
。

②
児
童
扶
養
手
当
支
給

事
業
に
つ
い
て
父
子
家

庭
も
対
象
と
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

福
祉
部
長

①
よ
り
広
い
見

地
か
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

②
国
の
施
策
と
し
て
実
施
す

べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

議
員

国
民
保
護
計
画
が
提

示
さ
れ
た
が
、
実
際
の
有
事

に
当
た
り
、
市
民
が
い
か
に

そ
の
身
を
守
る
こ
と
が
で
き

る
か
が
大
切
と
考
え
る
。
そ

こ
で
、

①
普
通
救
命
講
習
を
学
校
教

育
に
取
り
入
れ
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。
②
避
難
所
生
活

を
実
際
に
体
験
す
る
よ
う
な

機
会
を
設
け
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。
③
避
難
所
生
活
か

ら
の
早
期
に
脱
却
す
る
た
め

の
財
政
的
対
応
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。
④
消
防
団
へ
の

対
応
を
強
化
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

教
育
部
長

①
夏
季
休
業
中

の
取
り
組
み
を
充
実
さ
せ
た
い
。

総
務
部
長

②
検
討
し
て
い

き
た
い
。
③
国
民
保
護
計
画

に
お
け
る
各
種
支
援
を
具
体

化
し
て
い
く
。

消
防
長

④
今
後
の
協
力
体

制
を
つ
く
る
中
で
検
討
し
て

い
き
た
い
。

議
員

こ
こ
数
年
、
病
院
の

産
科
や
個
人
産
院
の
閉
鎖
が

各
地
で
相
次
ぎ
、
産
み
場
所

探
し
に
苦
労
す
る
女
性
が
増

え
、「
お
産
難
民
」
と
い
う

言
葉
を
よ
く
耳
に
す
る
。

も
と
も
と
過
疎
地
域
で
、

産
院
が
遠
く
な
り
す
ぎ
て
、

車
の
中
で
赤
ち
ゃ
ん
が
産
ま

れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
っ
た

が
、
近
年
は
神
奈
川
県
や
埼

玉
県
な
ど
の
都
市
部
に
お
い

て
も
、
近
く
の
産
院
に
入
れ

ず
、
遠
方
の
産
院
ま
で
行
か

な
け
れ
ば
、
分
娩
で
き
な
い

状
況
が
起
き
て
い
る
。
こ
れ

は
、
産
科
医
師
数
が
年
々
減

少
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る

が
、
市
内
に
お
け
る
産
科
医

の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

医
療
保
健
セ
ン
タ
ー
事
務
長

市
内
に
２
ヵ
所
の
分
娩
可

能
な
医
療
機
関
が
あ
り
、
こ

こ
数
年
の
分
娩
数
は
横
ば
い

の
状
態
が
続
い
て
い
る
。
市

内
の
産
科
医
は
、
産
院
が
４

名
、
病
院
が
２
名
で
あ
る
。

分
娩
施
設
を
持
た
な
い
医
療

機
関
の
産
科
医
と
し
て
医
院

に
１
名
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
１

名
い
る
。
本
市
に
お
い
て
、

特
に
産
科
医
不
足
問
題
が
生

じ
て
い
る
状
況
で
は
な
い
。

し
か
し
、
本
市
で
も
現
在
の

産
科
医
が
充
足
し
て
い
る
か

ら
問
題
が
生
じ
て
い
な
い

と
、
楽
観
視
で
き
な
い
と
認

識
し
て
い
る
。

議
員

総
務
省
の
「
首
長
の

多
選
問
題
に
関
す
る
調
査
研

究
会
」
は
、
知
事
や
市
区
町

村
長
な
ど
自
治
体
の
首
長
に

つ
い
て
、
３
選
以
上
を
法
的

に
制
限
す
る
こ
と
は
必
ず
し

も
憲
法
に
違
反
し
な
い
と
す

る
報
告
書
を
ま
と
め
た
。
３

選
目
の
市
長
と
し
て
、
ど
う

考
え
る
か
。

市
長

相
次
ぐ
首
長
の
不
祥

事
は
、
一
概
に
多
選
が
問
題

の
元
凶
と
の
と
ら
え
方
に
つ

い
て
、
私
は
疑
問
を
持
っ
て

い
る
。
首
長
選
挙
で
大
切
な

の
は
、「
自
ら
が
決
め
、
市

民
が
判
断
す
る
。」
こ
と
と

考
え
る
。

ı
す
く
す
く
と
育
っ
て
ま
す
ね

「
お
産
難
民
」
に
対
す
る 

　
　
　
　
　 

危
機
感
を 

馬
場
　
栄
一
郎
　

議
員 

「
お
産
難
民
」

 

　
　
　
　
　 

危
機
感

国
民
保
護
計
画
に
つ
い
て

首
長
多
選
を

ど
う
考
え
る
か

▲福祉作業所ではさまざまな作業に取り組んでいます

男
女
間
で
差
異
の

あ
る
福
祉
事
業




